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「実効性ある避難計画」
策定に向けた取り組み 「バス等配車オペレーションシステム」の整備

原子力の基礎知識 ｢放射線とは｣
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TEL：０２９（３０１）２９２２ （広域避難計画に関すること、広報紙全般に関すること）
FAX：０２9（３０１）２９２９　E-mail :gentai@pref.ibaraki.lg.jp

▶今後の紙面作成の参考とさせていただきますので、ご意見がございましたら、下記までお寄せください。

住所：〒３１０-８５５５　水戸市笠原町９７８番６
TEL：０２９（３０１）２９１６ （安全性の検証に関すること）

茨城県防災・危機管理部　原子力安全対策課

茨城県　原子力安全対策課 検索 （https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/seikatsukankyo/gentai/index.html）

〇　県では、避難などの際に住民などが待つ一時集合
所へ迅速かつ効率的にバスや福祉車両の配車を行うた
め、自動で配車計画を導き出すためのシステムの開発
を進めています。

〇　2021年 11月に、那珂市が実施した東海第二発電所
における原子力災害を想定した住民避難訓練に合わせ
て、那珂市、交通事業者、医療機関・社会福祉施設が
参加して、バスを配車し避難の手順を確認するシステ
ム操作訓練を実施しました。

〇　今後も訓練を通じて、システムの改善を図ってまい
ります。
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操作訓練の様子

線量が大きければ健康に
影響する

≒

熱線・光線にさらされる 放射線にさらされる

熱量が大きければ火傷する 放射線とは
〇　放射線は光とよく似た性質と高いエネルギーを持って

いますが、目には見えませんし、体に当たったという感
覚がありません。

〇　しかし、物質を通り抜けたり、体内で DNA（遺伝子）
を傷つける性質を持っており、その性質は放射線の種類
によって異なります。

 放射線の種類は
 〇　放射線には、原子核から飛び出してくる粒子や電磁波

の種類に応じてα（アルファ）線、β（ベータ）線、γ（ガンマ）
線などがあります。他にも中性子線など、さまざまな放
射線が知られています

〇　α線は紙１枚、β線はアルミニウムなどの薄い金属板、
γ線や X（エックス）線は鉛や鉄の厚い板などで遮ること
ができます。

放射線と放射性物質の違い：たき火にたとえると

放射線の種類と透過力

火の粉≒放射性物質 ➡ 汚染 ➡ 被ばく

紙 アルミニウム等の
薄い金属板

水素を含む物質
例えば水やコンクリート

α線を止める

α線

β線
γ線・X線

中性子線

β線を止める γ線・X線を弱める

鉛や鉄の
厚い板

中性子線を弱める

放射性物質

【出典】環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料　平成30年度版」

熱源・光源

放射能

熱線を出す能力

放射線

熱線・光線

安全性の検証の進め方
　県の原子力安全対策委員会東海第二発電所安全性検討ワーキングチームでは、県民意見などを踏まえた200を超
える安全性の論点について検証を行っており、県民の皆さまに対して、安全対策により、どのような事故・災害に
どの程度まで対応できるのかを具体的に示すこととしています。
　・従来と比較して、どの程度安全性が向上するのか。
　・安全上、どの程度余裕のある対策となっているのか。
　 （設備の強度や対応する人員・資機材等が、事故・災害の想定に対し、どれだけ余裕をもって用意されているか。）
　・残余のリスクの明確化　などの視点を考慮

東海第二発電所の

安全性の検証などの状況をお知らせします

　県では、日本原子力発電株式会社 東海第二発電所について、県民の皆さまの安全、安心の確保
の観点から、スケジュールありきではなく、安全性の検証を行うとともに、国や市町村などと連
携し、実効性ある避難計画の策定に取り組んでいます。
　今回の原子力広報いばらきでは、東海第二発電所の津波対策に関する安全性の検証の状況につ
いて紹介します。
　また、「実効性ある避難計画」策定に向けた取り組みや、原子力の基礎知識についても紹介し
ます。

東海第二発電所の安全性の検証（津波対策）

福島第一原子力発電所事故の教訓を踏まえ強化された新規制基準（原子力規制委員会）

意図的な航空機衝突への対応

放射性物質の拡散抑制対策

格納容器破損防止対策

炉心損傷防止対策

内部溢水（いっすい）に対する考慮（新設）
自然現象に対する考慮

（火山・竜巻・森林火災を新設）

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能

自然現象に対する考慮

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能

重大事故の発生を
防止するための基準

新設

新設

強化または新設

※津波に関するもの

強化

（テロ対策）

（重大事故対策）

（重大事故発生防止対策）

従来の規制基準 新規制基準

安全機能を維持し、重大事故の
発生を防止する対策

テロや航空機
衝突への対応

万一重大事故が発生
しても対処できる
設備・手順の整備

自然現象などによる
安全機能の一斉

喪失を防止

今回ご紹介する内容
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県民意見などを踏まえた論点の検証

東海第二発電所安全性検討ワーキングチームの概要

国の新規制基準（津波関係）の概要

基準津波によって建屋や設備などの機能が損なわ
れないよう耐津波性を確保

設計を超える津波により想定される重大事故を
防止する対策の有効性を確認

・2014年に県原子力安全対策委員会の下に設置。
・地震学、津波工学、原子炉工学、放射線障害、環境放射能、建築構造地震工学、原子力材料技術（経年劣化評価）等の専門家10名で構成。

▶　防潮堤を越えて敷地に遡上する津波の発生確率
▶　敷地に遡上する津波に対する電源の防護対策
▶　可搬型重大事故等対処設備の位置的分散の考え方
▶　敷地に遡上する津波発生時におけるアクセスルートの確認

方法　など

○　県では、2019年1月から2月にかけて東海村など5会場において、県民を対象とした原子力規制庁による東海
第二発電所の新規制基準適合性審査の結果について住民説明会を開催するとともに、同年1月から3月にかけて
安全性に係る意見募集を実施しました。

○　住民説明会や意見募集により県民の皆さまからいただいたご意見（計1,215件）のうち、津波対策に関する
ご意見は55件あり、それらのご意見を6の論点に整理しました。

○　東海第二発電所安全性検討ワーキングチームにおいては、津波対策について、委員の指摘による論点に、
県民意見を踏まえた6の論点を加えた23の論点について、検証を進めています。

▶　万一、防潮堤を越える津波（敷地に遡上する津波：T.P.+24m）により、
津波が敷地に流入した場合でも重大事故に至らないよう、原子炉建屋の
水密化、緊急用海水系の設置、可搬型設備の高台への配備等を実施する
ことにより、原子炉の冷却機能を確保。

▶　地震などに起因する津波を複数想定し、発電所への影響を評価。
▶　影響が最大となる「茨城県沖から房総沖に想定するプレート間地震に

よる津波」を基準津波として策定。

▶　津波の流入を防止するため、敷地を
取り囲むように防潮堤を設置。

▶　防潮堤の高さは、余裕分を考慮して
T.P.+20m に設定。

▶　防潮堤は、基準地震動、液状化、
　津波波力、漂流物の衝突等
　を考慮しても損傷しない
　よう設計。
▶　開口部の止水処置や引き波時の
　取水性も確保。

敷地に遡上する津波への対策のイメージ図

防潮堤（全長約1.7km）の設置場所

基準津波の策定

基準津波の策定に係る論点 　耐津波設計に係る論点 設計を超える津波を想定した重大事故対策に係る論点

▶　津波襲来時の作業員の対応と避難との関係
▶　津波襲来情報などを得るための潮位計およびその運用　など　

その他の論点

耐津波設計 設計を超える津波を想定した重大事故対策　

0203

 基準津波の策定のため想定した地殻変動領域

※ T.P.：Tokyo peil（東京湾平均海面）

最新の知見を踏まえ、建屋や設備などの設計の
基本となる最大級の津波（基準津波）を策定

▶　防潮堤などの具体的な構造および耐津波強度に係る評価

▶　設計で考慮する漂流物の選定の考え方（例：大型船舶等）

▶　津波襲来時に打ち寄せられる土砂や泥などによる取排水への
　影響　など

▶　基準津波策定に当たり、どの程度の保守性（安全側の評価）を
　確保しているか
▶　津波評価モデルの妥当性（評価モデルでの解析結果と東北地方
　太平洋沖地震による実際の津波の遡上範囲の比較等）
▶　港湾内の局所的な津波の増幅の有無　など

新規制基準を踏まえた東海第二発電所の津波対策

※ワーキングチームでの検証状況の詳細に
　ついては、県ホームページをご覧ください。

耐津波設計（強化）

高台に電源や水源を確保す
るとともに、可搬型の重大
事故等対処設備を配置

津波が遡上する範
囲の重大事故等対
処設備および原子
炉建屋を水密化

原子炉建屋

防潮堤

※頻度は100万年に1回未満

地下に常設の緊急用海水系を設置

防潮堤を越える津波
(T.P.+24ｍ)※を想定

(T.P.+20ｍ)

T.P.+8ｍ
敷地高さ

浸水深約 1ｍ(T.P.+9ｍ)
T.P.+20ｍ以上

T.P.+11m

日
本
海
溝

東海第二発電所東海第二発電所
茨城県沖茨城県沖

房総沖房総沖

津波の発生要因 影響評価結果

地
震

①プレート間地震 「茨城県沖から房総沖」で発生する津波が
発電所に最も大きな影響を与える

②海洋プレート内地震 プレート間地震による津波の最大高さを
上回る津波はない③海域の活断層に

　よる地殻内地震
地すべり・斜面崩壊
火山事象

文献調査などにより、発電所に影響を与える津
波はない

基準津波

最高水位：T.P.  +17.1m
( 防潮堤前面 )

最低水位：T.P. ※ 　 −4.9m
( 取水口前面 )

防潮堤のイメージ図 基準津波と防潮堤高さの関係

発電所側

（参考）
東北地方太平洋沖
地震に伴う津波高さ

余裕分

高潮の影響
潮位の変動等

T.P.+5.4m

T.P.+18.6m
T.P.+17.9m
T.P.+17.1m

T.P.+20m

津 波
厚さ3.5ｍ

防潮堤高さ
T.P.+20m

最高の津波高さ
T.P.+17.1m

2011年
津波

基
準
津
波

防
潮
堤

防
潮
堤

重大事故対策（新設）

マントル

海洋プレート

海溝海溝
大陸プレート大陸プレート

（ユーラシアプレート等）（ユーラシアプレート等）

（フィリピン海プレート等）

③海域の活断層による地殻内地震

①プレート間地震②海洋プレート内地震

防潮堤防潮堤

※

③

①

②

  取水口  取水口



0401

２０２2.１

「実効性ある避難計画」
策定に向けた取り組み 「バス等配車オペレーションシステム」の整備

原子力の基礎知識 ｢放射線とは｣
　

原子力広報いばらき

第3 号

保 存 版全県版

原
子
力
広
報
い
ば
ら
き
二
〇
二
二

TEL：０２９（３０１）２９２２ （広域避難計画に関すること、広報紙全般に関すること）
FAX：０２9（３０１）２９２９　E-mail :gentai@pref.ibaraki.lg.jp

▶今後の紙面作成の参考とさせていただきますので、ご意見がございましたら、下記までお寄せください。

住所：〒３１０-８５５５　水戸市笠原町９７８番６
TEL：０２９（３０１）２９１６ （安全性の検証に関すること）

茨城県防災・危機管理部　原子力安全対策課

茨城県　原子力安全対策課 検索 （https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/seikatsukankyo/gentai/index.html）

〇　県では、避難などの際に住民などが待つ一時集合
所へ迅速かつ効率的にバスや福祉車両の配車を行うた
め、自動で配車計画を導き出すためのシステムの開発
を進めています。

〇　2021年 11月に、那珂市が実施した東海第二発電所
における原子力災害を想定した住民避難訓練に合わせ
て、那珂市、交通事業者、医療機関・社会福祉施設が
参加して、バスを配車し避難の手順を確認するシステ
ム操作訓練を実施しました。

〇　今後も訓練を通じて、システムの改善を図ってまい
ります。

システムのイメージ

病院・
福祉施設

学校

一時集合所

福祉車両
保有事業者

バス事業者
設定した条件下で
マッチング

配車計画

配
車
可
能
報
告

配
車
依
頼

P

操作訓練の様子

線量が大きければ健康に
影響する

≒

熱線・光線にさらされる 放射線にさらされる

熱量が大きければ火傷する 放射線とは
〇　放射線は光とよく似た性質と高いエネルギーを持って

いますが、目には見えませんし、体に当たったという感
覚がありません。

〇　しかし、物質を通り抜けたり、体内で DNA（遺伝子）
を傷つける性質を持っており、その性質は放射線の種類
によって異なります。

 放射線の種類は
 〇　放射線には、原子核から飛び出してくる粒子や電磁波

の種類に応じてα（アルファ）線、β（ベータ）線、γ（ガンマ）
線などがあります。他にも中性子線など、さまざまな放
射線が知られています

〇　α線は紙１枚、β線はアルミニウムなどの薄い金属板、
γ線や X（エックス）線は鉛や鉄の厚い板などで遮ること
ができます。

放射線と放射性物質の違い：たき火にたとえると

放射線の種類と透過力

火の粉≒放射性物質 ➡ 汚染 ➡ 被ばく

紙 アルミニウム等の
薄い金属板

水素を含む物質
例えば水やコンクリート

α線を止める

α線

β線
γ線・X線

中性子線

β線を止める γ線・X線を弱める

鉛や鉄の
厚い板

中性子線を弱める

放射性物質

【出典】環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料　平成30年度版」

熱源・光源

放射能

熱線を出す能力

放射線

熱線・光線

安全性の検証の進め方
　県の原子力安全対策委員会東海第二発電所安全性検討ワーキングチームでは、県民意見などを踏まえた200を超
える安全性の論点について検証を行っており、県民の皆さまに対して、安全対策により、どのような事故・災害に
どの程度まで対応できるのかを具体的に示すこととしています。
　・従来と比較して、どの程度安全性が向上するのか。
　・安全上、どの程度余裕のある対策となっているのか。
　 （設備の強度や対応する人員・資機材等が、事故・災害の想定に対し、どれだけ余裕をもって用意されているか。）
　・残余のリスクの明確化　などの視点を考慮

東海第二発電所の

安全性の検証などの状況をお知らせします

　県では、日本原子力発電株式会社 東海第二発電所について、県民の皆さまの安全、安心の確保
の観点から、スケジュールありきではなく、安全性の検証を行うとともに、国や市町村などと連
携し、実効性ある避難計画の策定に取り組んでいます。
　今回の原子力広報いばらきでは、東海第二発電所の津波対策に関する安全性の検証の状況につ
いて紹介します。
　また、「実効性ある避難計画」策定に向けた取り組みや、原子力の基礎知識についても紹介し
ます。

東海第二発電所の安全性の検証（津波対策）

福島第一原子力発電所事故の教訓を踏まえ強化された新規制基準（原子力規制委員会）

意図的な航空機衝突への対応

放射性物質の拡散抑制対策

格納容器破損防止対策

炉心損傷防止対策

内部溢水（いっすい）に対する考慮（新設）
自然現象に対する考慮

（火山・竜巻・森林火災を新設）

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能

自然現象に対する考慮

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震・耐津波性能

重大事故の発生を
防止するための基準

新設

新設

強化または新設

※津波に関するもの

強化

（テロ対策）

（重大事故対策）

（重大事故発生防止対策）

従来の規制基準 新規制基準

安全機能を維持し、重大事故の
発生を防止する対策

テロや航空機
衝突への対応

万一重大事故が発生
しても対処できる
設備・手順の整備

自然現象などによる
安全機能の一斉

喪失を防止

今回ご紹介する内容




